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ひとり親家庭へ食料支援
食品の寄贈を受け付け

NPO法人フードバンク狛
江が食品の募集を行ってい
る。学校の長期休暇にひと
り親家庭へ食料を無償提供
するためで、狛江市と連携
して３年前から行っている。
新型コロナウイルスの影
響が長引く中、昨年の冬休
みにひとり親家庭の子育て
応援を行ったところ、昨年
の夏休みの107世帯を上
回る過去最多の申し込みが
あり、116世帯（332人、
高校生以下の子ども118
人）に食品を届けた。
同会では学校の給食がな

くなる春休みに食料の無償提
供を行うため、3月15日
で賞味期限1カ月以上の常
温保存の食品を受け付ける。
場所は狛江市社会福祉協議
会、こまえくぼ１２３４、こま
え正吉苑、こまえ苑、フード

バンク狛江事務所・倉庫（西
野川１丁目）、フードバンク
作業所（市役所内）。また、
配送費などにあてる寄付金
も募っている。
問い合わせは☎5497-
0272フードバンク狛江。

地震への備えを再確認
7日まで春の火災予防運動
「もう一度　確認 安心　
火の用心」を合い言葉に1日
ら7 まで春の火災予

防運動が展開されている。
11 に東日本大震災

から10年を迎えるのを機に、
東京消防庁では地震に対す
る備えを再確認し、消火器の
使い方を確認するなど防災行
動力を高めるよう呼びかけて
いる。また、オンラインで防
災知識が身につくYouTube
東京消防庁公式チャンネルの
活用もＰＲしている。
問 い 合 わ せ ☎3480-
0119狛江消防署。

狛江三叉路に電光掲示板
防災や行政情報を伝える

点のグラ
ンドール狛江ビル（東和泉
1-6-7）２階に、昨年11月
に狛江市や都の行政情報や
生活情報などを伝える大型
電光掲示板が設置された。
この 路ビジョン」
は縦1.8ｍ、横3.2ｍで、㈱
パス・コミュニケーションズ
（本社＝千代田区)が三多摩
地区で初めて設置した。情
報を流すのは午前7時から午
後8時で、市や都の情報の
ほか、狛江消防署、調布警
察署などの情報、天気予報
などを伝えている。情報は１
週間程度で入れ
替えており、将
来は音声も流す
予定だ。また、
災害発生時には
市が配信する「こ
まえ安心安全情

報メール」の内容やJアラー
トの文字放映も行う。
同社は広告代理業や渋谷
駅前のスクランブル交差点
などで大型ビジョン事業を
手がけ、東和泉３丁目のア
ルゼンチンタンゴのライブ
ハウス「狛江オルテンシア」
の運営にも関わっている。
令和元年の台風で市内で
浸水被害が出たことを知り、

路に大型ビション
を設置し防災情報を発信す
ることを思いついたという。
設置場所を提供した谷田
部米店では、信号待ちの間
に電光掲示板の情報を熱心
に読む人が多いと話してい
る。

点に設置された
電光掲示板（左上）

令和２年度狛江市観光写
真コンクール（狛江市観光
協会主催）の審査会が2月
16 に狛江市役所で行
われ、最優秀賞に都人さん
の「夏風情」など入賞作品
10点が決まった。
今回のコンクールは狛江
市制施行50周年記念事業
として「狛江の魅力を再発
見！」をテーマに令和2年9
月1 から令和3年2月1

まで募集を行い、71

人の応募者から過去最多の
171点の作品が寄せられ
た。応募は狛江市の人が8
割近くを占めたが、調布市
や世田谷区、川崎市などの
人からも作品が寄せられた。
審査は、審査委員長の小
関和弘和光大学表現学部教
授、松原俊雄市長、㈱シグ
マ　プロサポート課課長桑山
輝明さん、狛江市観光協会
の白井昇会長、藤田克彦副
会長、白井和恵会計の6人

の委員が選考にあたった。審
査は、事前にリモート形式で
1次選考を行った後、狛江市
の魅力を伝える観光写真とし
てふさわしいかなどの条件を
考慮して選んだ。
小関委員長は「コロナ禍
の中で多くの作品が寄せら
れ、市民や女性の作品が多
いことは評価できます。作品
のレベルが高く、なにげない
景色を視点を変えて紹介し
た作品も目立ちました」、松
原市長は「技術的にすぐれ、
狛江の観光の要素をきちん

と表現した作品が多く、選
ぶのに苦労しました」と話し
ていた。
表彰式とパネル展示の期
日は未定で、新型コロナウ
イルス感染症の状況をみな
がら実施の判断をする。ま
た、全応募作品はインター
ネットの専用ホームページ
で公開する予定。

令和2年度狛江市観光写真コンクール

多彩な狛江の魅力再発見
過去最多171点から入賞作10点選ぶ

最優秀賞・夏風情 優秀賞・多摩川の夕景 優秀賞・雪の降る町

優秀賞・主人を待つ孤船

優秀賞・紅梅咲くむいから民家園

狛江市観光写真コンクール入賞者
賞 題 名（写真は丸中数字）氏 名（敬称略）

最 優 秀 賞 夏風情 都人
優 秀 賞
市 長 賞 多摩川の夕景 てつ
優 秀 賞
観光協会長賞 主人を待つ孤船 斉藤里莉

優 秀 賞 雪の降る町 谷口幸三
紅梅咲くむいから民家園 小池基夫

入 選

木漏れ日を受ける聖観世音菩薩① タキちゃん
トホホな家族② 山本敏子
秋の竹林、彩るパレット。③ こまえそだち
真冬の多摩川、早朝の気嵐④ Keiko Uda
花筏の枯山水⑤ 七海 ひとみ

① ④

②

③
入選

⑤

手織りの会
手織りの会（五十嵐八重子代表）が17 ～30日

約60点を中央公民館2階の
ショーケースに展示する。
同会は平成15年に織機を使った作品作りを楽しもう
と発足した。現在は50～70代の女性8人が月1回第4土
曜日の午後1時に集まって講師の指導を受けながら、自
分のレベルに合った作品作りに励んでいる。多様な織
り方ができる幅50cmほどの卓上織機を使うのが特徴

で、麻・ウール・シルクな
ど様々な素材の糸で織った
生地をバッグやマフラー、
クッションカバー、タペス
トリーなどに仕上げる。
創作は主に家で行ってお
り、会員たちは「手織りは
人生の楽しみで、手と頭を
使うため老化の防止にもな

るので、これからも続けていきたい」と話し、1人で家
でできる趣味としてコロナ禍でも楽しめるという。
公民館での作品展示はこれまで年1回催してきたが、
昨年は緊急事態宣言で公民館が閉館したため、会期が
半分になったが、今回はより多くの人に手織りの良さ
を味わってほしいという。会員たちは「私たちも楽し
みながら作っているので、気軽に見に来てください」
と呼びかけている。
問い合わせ☎3489-5433 FAX3489-5434五十嵐さん。

手織りの布で作った作品

あじさいは家庭の味が楽しめる手
作り弁当と惣菜を会社や病院などに
届けるほか、店舗で販売している。
狛江市などの生活クラブ生活協
同組合の組合員が出資して昭和59年
に発足、狛江駅近くで弁当販売と配達
を始めた。平成16年に現在の場所に
移転、市内の30代から70代の主婦を
中心とした約20人が、交代
で100食余りの弁当と惣菜

を作っている。
メインの日替わり弁当は主菜２品、副
菜2品にご飯と漬物が入っている。主
菜が半量の540円弁当もある。また、

店頭で三色丼、カレ
ーライス、いなりも
販売している。

おかずは家庭料理が中心でバラエテ
ィーに富んでおり、天然素材を使い、
化学調味料を使っていない。管理栄養
士や調理師の資格を持つメンバーが栄
養などのバランスや同じおかずが続か
ないようメニューに配慮している。
代表の宝範子さんらメンバーは、安
全な食材や調味料を使い、できるだけ
手作りするよう心がけており、多くの人
に好評だという。
弁当は2個1,400円以上から配達に
応じており、また、予約すれば予算に応
じた弁当やオードブルなども頼める。
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☎3430-6286　中和泉4-25-1
　営業=午前9時～午後3時（月
～金）　日曜休み

安全な食材で家庭の味
温かい手作り弁当を配達

■おすすめMENU■
❶日替わり弁当￥700／❷三色丼（要
予約）￥540／カレーライス（水曜）￥700
／いなり（2個、月・木）￥200／からあげ
弁当￥700 （税込）

あじさい
……………弁 当……………

❷

弁当を作るスタッフ

❶


